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こ
れ
ま
で
は
市
役
所
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
現
状
と
課
題
を
中
心
に
話
し
て
き
た

が
、
５
回
目
と
な
る
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
寄
稿
で
は
、

直
近
の
国
の
動
き
を
説
明
し
つ
つ
、
市
役
所
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

地
方
自
治
法
改
正
の
影
響

　

市
役
所
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る

国
の
動
向
の
中
で
最
も
影
響
の
大
き
な
も
の
は
、
令

和
６
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た
改
正
地
方
自
治
法

の
改
正
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
地
方
自
治
法
に

は
情
報
シ
ス
テ
ム
の
規
定
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
総

務
省
は
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
後
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
）」
な
ど
で
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
通
知
を
発
出
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は「
技

術
的
助
言
」
で
あ
り
、
従
う
か
ど
う
か
の
判
断
は
各

自
治
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
た
び
の
改
正
に
よ
り
、
自
治
体
に
は
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
な
ど
情
報
シ
ス
テ
ム
の

適
正
な
利
用
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

義
務
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
総
務
大
臣
に
は
、
方
針

の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
指
針
を
示
す
こ
と
が
明
記
さ

れ
た
。
法
の
施
行
日
で
あ
る
令
和
８
年
４
月
１
日
に

向
け
て
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体
で
方
針
が
策
定

さ
れ
る
よ
う
、
既
に
総
務
大
臣
指
針
が
発
出
さ
れ
て

い
る
。

　

現
時
点
で
ほ
ぼ
全
て
の
市
役
所
に
お
い
て
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
首
長

部
局
に
お
い
て
は
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
よ
い
が
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体
と
の
定

義
に
は
一
部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
な
ど
も
含
ま
れ

て
お
り
、
多
く
の
市
役
所
で
所
管
の
関
連
団
体
の

フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
総
務
省
で
は
、
昨
今
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
多

様
化
や
Ｄ
Ｘ
推
進
を
背
景
に
、
自
治
体
の
実
情
に
即

し
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
っ
た
実
効
性
の
あ
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
改
定
を
行
っ
て
き
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記

載
さ
れ
て
い
る
対
策
の
中
に
は
重
要
な
事
項
で
も
実

施
率
が
低
い
項
目
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
対
策
状
況
を
把
握
・
確
認
す
る
た
め
の
調
査
を

実
施
し
、
自
治
体
が
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
細
目

化
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
基
盤
を
提
供
す
る
な

ど
国
の
支
援
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
本
年
度
は
通

常
の
改
定
検
討
に
加
え
て
、
新
た
な
検
討
組
織
を
立

ち
上
げ
て
先
述
の
内
容
を
進
め
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
庁
の
検
討
会
報
告
と 

実
証
事
業

　

ま
た
デ
ジ
タ
ル
庁
に
お
い
て
は
今
般
、
地
方
自
治

体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
の
最
適
化
・
効
率
化
を
図

る
た
め
の
実
証
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

令
和
6
年
５
月
に
当
時
の
デ
ジ
タ
ル
大
臣
が
記
者

会
見
の
席
で
、
現
在
全
て
の
自
治
体
が
対
策
を
講
じ

て
い
る
３
層
分
離
に
つ
い
て
「
や
め
る
の
は
当
然
の

こ
と
だ
」
と
発
言
し
た
背
景
と
な
っ
た
「
国
・
地
方

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
将
来
像
及
び
実
現
シ
ナ
リ
オ
に
関

す
る
検
討
会
」
報
告
書
に
は
、「
２
０
３
０
年
ご
ろ
を

想
定
し
た
国
や
⾃
治
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
在

り
⽅
に
関
し
、
⾃
治
体
職
員
が
１
⼈
１
台
の
端
末
で

柔
軟
に
働
け
る
環
境
を
⽬
指
す
」と
あ
る
。

　

報
告
書
で
は
今
後
⾼
度
化
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や

⼤
規
模
災
害
に
備
え
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
と
、

利
便
性
の
向
上
を
両
⽴
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
。

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ（
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）の
次
期
更

自
治
体
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

現
状
と
将
来
像

合
同
会
社
Ｋ
Ｕ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
社
員
、
電
子
自
治
体
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト　
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新
が
想
定
さ
れ
る
２
０
３
０
年
を
⾒
据
え
、
⽬
指
す

べ
き
姿
と
し
て
、
職
員
が
原
則
１
⼈
１
台
の
端
末
で

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
当
た
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
含
め

て
柔
軟
に
働
け
る
環
境
の
構
築
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
実
現
に
向
け
て
「
あ
ら
ゆ
る
ア
ク
セ

ス
を
信
頼
せ
ず
厳
密
な
認
証
を
求
め
る
『
ゼ
ロ
ト
ラ

ス
ト
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
』の
考
え
⽅
」に
基
づ
き
、
端

末
側
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
す
る
よ
う
提
⾔
。
デ

ジ
タ
ル
庁
が
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
の
発
想
で
各
省
庁
や
出

先
機
関
向
け
に
整
備
、
提
供
し
て
い
る
Ｇ
Ｓ
Ｓ
（
ガ

バ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
）と
呼
ば
れ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
⾃
治
体
で
も
活
⽤
で
き

る
よ
う
、
基
盤
の
共
⽤
化
を
求
め
た
。

　

報
告
書
に
将
来
像
と
し
て
示
さ
れ
た
「
国
民
・
住

民
に
、
国
・
地
方
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
柔
軟
か
つ

セ
キ
ュ
ア
、
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
」「
国
・
地
方

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
の
共
用
化
に
よ
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
効
率
性
が
向
上
す
る
こ
と
」「
国
・
地
方
の

職
員
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
つ
つ
、
１
人
１

台
の
Ｐ
Ｃ
で
効
率
的
に
業
務
が
で
き
、
テ
レ
ワ
ー
ク

等
の
柔
軟
な
働
き
方
が
可
能
に
な
る
こ
と
」
の
実
現

に
向
け
て
、

①�

国
・
地
方
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
国
が
主
体

的
に
整
備
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
の
共
用
化

②�

地
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
ゼ
ロ

ト
ラ
ス
ト
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
考
え
方
の
導
入

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
実
現
性
や
導
入
効
果
の
確
認
、

課
題
や
考
慮
点
を
抽
出
す
る
た
め
の
実
証
事
業
が
、

①
で
３
件（
７
団
体
）、
②
が
４
件（
18
団
体
）で
行
わ

れ
て
い
る
。

　

実
証
事
業
で
は
令
和
８
年
３
月
末
に
成
果
を
報
告

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
務
省
で
行

わ
れ
る
令
和
８
年
度
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
検
討
会

か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
実
施
し
た
実
証
事
業
の
結
果

を
踏
ま
え
た
検
討
が
進
む
も
の
と
考
え
る
。
今
後
も

市
役
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
わ
る
指
針
・
方
針
が
次
々
と
発
出
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
将
来
像
と 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

市
役
所
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
は
、
自
然
災
害
、
事

故
、
業
務
の
不
正
、
情
報
漏
え
い
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
、

予
防
的
か
つ
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

リ
ス
ク
の
特
定
、
評
価
、
対
策
の
実
施
、
そ
し
て
継

続
的
な
監
視
・
改
善
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
組
織
の
健
全
性
を
維
持
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
市
役
所
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
る
。
特
に
サ
イ

バ
ー
攻
撃
や
個
人
情
報
漏
え
い
な
ど
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
脅
威
が
高
ま
る
中
、
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
強
化
と
危
機
管
理
体
制
の
整
備
が
一
層
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
昨
年
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
と
考

え
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
総
務
省
に
お
い
て
も
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
用
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

改
定
に
当
た
っ
て
お
り
、
市
役
所
に
お
い
て
も
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
組
織

の
持
続
的
な
発
展
と
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
の
土
台
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
改
正
さ

れ
た
地
方
自
治
法
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
、
総
務

大
臣
指
針
に
基
づ
い
た
戦
略
的
か
つ
具
体
的
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
、
今
後
の
自
治
体
運
営
に
不
可
欠

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
リ
ス
ク
管
理
と
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
信
頼
さ

れ
る
市
役
所
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
経
営

層
の
方
々
に
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
を
理

解
し
、
組
織
全
体
に
そ
の
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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